
予算の執行状況
予算額

7,951,000

決算額の財源内訳

決算額

7,677,669 4,833,854

その他

成果に係る評価

消費者行政対策費・消費者行政活性化事業費

事　業　名 消費者行政対策事業

　消費生活における安全・安心の確保のため、消費生活相談員を配置して消費者被害の未然防止と救済
に取り組むほか、自立した消費者の育成を図るため、消費者教育と消費生活に関する啓発を推進する。
　また、消費者行政の機能強化等を図るため、県が造成した地方消費者行政活性化基金により、平成21
年度から平成23年度までの間に消費生活相談の機能強化・充実を図っており、消費者被害の防止ととも
に、市民の消費生活に関する安心確保に努める。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

  平成21年度消費相談件数

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費 第 6 節 日常の身近な安全性を高める

基
本
計
画

( 3 ) 安全・安心な暮らしを確保する

第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち

地方債国(県)支出金

2,843,815

7　計量器定期検査の実施

1,045件

一般財源

5　消費者教育・啓発活性化

327件
(31.3％)

オンライン
等サービス

不動産賃貸

373件
(35.7％)

（単位：円）

85件
(8.1％)

41件
(3.9％)

53件
(5.1％)

　相談者からの相談内容は、専門的かつ複合的な相談となる場合が多く、それに対応する相談員のスキ
ルアップが不可欠であり、特に多重債務については深刻な問題である。
　このことから、県が造成した地方消費者行政活性化基金を活用し、早期に窓口体制の整備や啓発活動
の強化を図るほか、消費生活相談員専門研修を受講することにより、相談員のスキルアップを図り、消
費生活における安全・安心の確保に努めていく。

108件
(10.3％)

58件
(5.6％)

　　一元的相談窓口への加入により見込まれる相談件数の増加に対応するため、消費生活相談員を１名
　増員した。

　　消費生活相談窓口の機能強化を図るため、事務機能の整備を行った。

4　消費生活相談員等のレベルアップ

　   消費者の会や地区の婦人学級などの集まりに積極的に赴き、消費生活に関する啓発を行った。
     ・  年8回

3　消費生活相談窓口の強化

　　消費生活相談員の更なるレベルアップのため、弁護士を招いて研修を行ったとともに、研修参加
　機会の増強を行った。

その他 計架空請求

1　消費生活相談員による消費生活相談

　　 消費者被害の未然防止と救済を図るため、消費生活相談員を配置し、聞き取りにより相談内容や
　 問題点などを把握するとともに、必要に応じて弁護士・司法書士などの専門家を紹介するなど、問
   題解決に努めた。

2　消費生活に係る啓発活動の実施

　消費生活相談員の配置により、消費者からの相談に迅速かつ適切な対応を行ったとともに、情報資料
等の提供により、消費者への啓発に寄与した。

　　計量法に基づく計量器定期検査を市内全域で実施した。（2年に1度実施）

　　消費者被害未然防止に向け、「消費者ホットライン」の周知と消費者被害防止用のチラシを作成・
　全戸配布するとともに、ホームページを作成し、各種情報提供・注意喚起を行った。

6　一元化相談窓口緊急整備

工事・建築
フリーロー
ン・サラ金

教養娯楽
教材
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22,100,000円

3,700,000円

9,400,000円

9,000,000円

2　商工会事業

　(1)　経営指導員による巡回指導

1　商工会事業費補助金

　(1)　石巻市牡鹿稲井商工会

　(2)　石巻かほく商工会

　(3)　河南桃生商工会

　(5)　記帳指導

　(6)　記帳機械化の推進

　地域事業者への相談指導により、経営改善等による地域経済の活性化が図られた。

地方債国(県)支出金 一般財源

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

地域を支える商工業の振興を図る

　商工会は、地域の総合経済団体及び指導団体として、地域事業者の育成・支援等様々な取り組みを行
う重要な組織であることから、地域経済の発展・振興のため、継続して支援していく必要がある。

第 1 節

基
本
計
画

( 4 )

（単位：円）

　(2)　経営指導員による窓口相談

　(3)　講習会等の開催

　(4)　金融のあっせん

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

成果に係る評価

商工業振興対策費

事　業　名 商工会事業費補助事業

　市内における商工業の総合的な発展及び地域経済の活性化を担う重要な組織である商工会の運営を支
援する。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

22,100,000

決算額の財源内訳

決算額

22,100,000 22,100,000

その他
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1　事業者向け融資あっせん事業の実施

　(1)　中小企業融資あっせん

　　 ア　貸付限度額：2,000万円

     イ  貸付期間：運転資金7年・設備資金10年・併用7年

     ウ  貸付利率：年2.3％（１年以内のもの2.0％）

　(2)　小企業小口融資あっせん

     ア  貸付限度額：350万円

     イ  貸付期間：運転資金5年・設備資金7年・併用5年

     ウ  貸付利率：年2.3％（１年以内のもの2.0％）

2　旧牡鹿町中小企業振興資金緊急経営安定対策特別利子補給の実施 300円

3  緊急経済対策保証料補給の実施

21,450,821

小企業
小口融資

28,800 144,000 1 1,200

中小企業
融資

404,000 4,040,000

109,888

11,475,545

51 26,764 10,890

金額
（千円）

126 1,007,650 488 2,118,680

　急激な景気後退による事業者の資金繰り対策として国の緊急保証制度の指定業種が拡大されたことな
どを受け、市融資の利用実績については減少傾向にある。
　本市においても、緊急経済対策として、本来利用者が負担することとなる信用保証料について市が補
給を行うことにより、利用者の負担軽減を図っているが、緊急保証制度終了後、あっせん制度の利用者
が更に増大する可能性があることから、今後の利用状況や利用者の意見等を踏まえ、制度のあり方につ
いて検討していく必要がある。

国(県)支出金 地方債 一般財源

（単位：円）

　　 緊急的に中小企業者の経営安定対策を図るため、旧牡鹿町において資金融資を受けた事業者に対
   し利子補給金を交付するもの（平成21年度で終了）

　   急激な景気後退による企業等の経営状況の悪化に対応するため、中小企業者が本市の融資あっせ
   ん制度により資金を借り入れた際の信用保証料に対し補給金（50％）を交付するもの（平成21年2月
   から開始）

第 1 節

　市内中小企業の経営の維持安定及び振興発展が図られた。

基
本
計
画

( 4 )

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

第 3 章

地域を支える商工業の振興を図る

区　分
預託額
(千円)

緊急経済対策
保証料補給

（円）

損失保証金
（円）

融資枠
（千円）

融資状況 債務残高

件数
(件)

金額
(千円)

件数
(件)

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

成果に係る評価

商工業振興対策費

事　業　名 中小企業融資・小企業小口融資あっせん事業

　事業資金を必要とする事業者に対し、円滑な資金調達を図るため「融資あっせん制度」を実施するこ
とにより、その経営の維持安定及び地域商工業の振興を図る。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

752,565,000

決算額の財源内訳

決算額

465,847,444 33,047,444

その他

432,800,000
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77

原材料の共同購入・製品の共同販売

消費者への情報提供

　雄勝石産業の振興を図るため、組合の事業基盤の強化に努め、また硯や雄勝石工芸品の需要拡大のた
め、各地において展示会、物産展などへ積極的に参加しＰＲ活動を実施した。
　また、新商品の開発にも取り組み、雄勝石皿など新たな需要も生まれてきている。

活動（ＰＲ）回数 78 117

区　　　　分 H19 H20 H21

従事者の福利厚生

伝統的工芸品産業の振興

( 1 ) 個性ある地域をつくる

　雄勝硯生産販売協同組合へ事業費補助として1,500千円を交付、組合において雄勝硯、雄勝石工芸品
のＰＲ及び販路拡大など振興事業を実施した。

2

3

4

技術・技法及び品質の維持

需要の開拓に関すること

商工費

商工業振興費

後継者の育成・並びに従事者の研修

基
本
計
画

第 6 章

商工費

地域の個性が輝き融和するまち

第 1 節 地域の風土に根ざした魅力や資源を守り育てる

小　事　業 物産振興対策費

目的及び事業内容

　国の伝統工芸品に指定されている雄勝硯の継承、産地、生産者の体質強化を図るため、年次計画を柱
に実施される事業活動への支援。

事　業　名 伝統技術継承支援事業（伝統工芸品支援事業）

予
算
科
目

7 款

2 目

項1

取　組　実　績

1

5

6

7

成　　　　果

成果に係る評価

　平成21年度から、補助金の交付目的を明確化するため、運営費補助金を廃止し、事業費補助金に一本
化を図った。
　組合員の減少や組合の自主財源が少ない中、事業の実施においては市の支援が不可欠となっている。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

国(県)支出金 一般財源

1,500,0001,500,000 1,500,000

地方債 その他

決算額

決算額の財源内訳
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―

―

H21
(鳥取県鳥取市)

3日

1,500人

2日

3,200人

H20
(広島県熊野町)

209,760 127,120

予算額 決算額

入場者数

開催日数 2日

1,000人

一般財源

127,120

区　　分
H18

(三重県鈴鹿市)
H19

開催なし

成果に係る評価

　国指定伝統工芸品では、全国規模に関連する産地が共同でＰＲイベントを開催することは非常に珍し
いこととなっている。
　より効果的なＰＲを図るため、他の記念イベントとの抱き合わせ開催や、大都市圏での移動開催も検
討されている。

予算の執行状況

（単位：円）

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

事　業　名 伝統産業育成支援事業（文房四宝まつり）

( 1 ) 個性ある地域をつくる目 商工業振興費2

1

商工費

第 1 節 地域の風土に根ざした魅力や資源を守り育てる項 商工費

目的及び事業内容

書斎における4つの宝「筆・硯・和紙・墨」の国指定伝統的工芸品の産地である広島県熊野町
（筆）、宮城県石巻市（雄勝硯）、鳥取県鳥取市（因洲和紙）、三重県鈴鹿市（墨）の文房四宝が一同
に会して、高度な伝統技法によって生み出される伝統工芸品を広く県内外に紹介し、伝統文化の普及と
産業の振興を図る。

地域の個性が輝き融和するまち

小　事　業 物産振興対策費

基
本
計
画

第 6 章
予
算
科
目

7 款

取　組　実　績

　４産地が持ち回りで隔年ごとに実施しているが、平成21年度においては、10月10日～11日の2日間、
鳥取市において大規模な「日本のまつり2009鳥取」が開催されたことから、1年前倒しで「第16回文房
四宝祭り」が同時開催されたものである。
　本市からは、市（雄勝総合支所）と雄勝硯生産販売協同組合が参加した。
　雄勝硯、雄勝石工芸品の実演を行い、また観光コーナーにおいて石巻市のＰＲを行った。

　鳥取市の記念事業と同時開催で実施されたため、鳥取県内をはじめ関西圏にも、雄勝硯や石巻市を広
くＰＲすることができた。

成　　　　果
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1

2

3

　石巻産業創造株式会社用地取得償還費

　平成21年度償還額 千円

　累計償還額 千円

成果に係る評価

成　　　　果

目的及び事業内容

小　事　業

取　組　実　績

事　業　名

第 1 節

基
本
計
画

予算の執行状況
予算額

30,312,000

決算額の財源内訳

決算額

30,311,180

（単位：円）

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

30,312

312,223

地方拠点都市推進費

国(県)支出金 一般財源

30,311,180

その他地方債

( 1 ) 地域資源を活用する

産業業務機能支援中核施設整備事業

　取得した石巻産業創造㈱用地について、年次計画により償還することによって、債務残額の減少が図
られた。

　石巻トゥモロービジネスタウンへの進出企業の支援及び石巻地域の産業振興を促進する目的から、第
三セクター「石巻産業創造㈱」を宮城県、独立行政法人中小企業基盤整備機構、石巻市及び地元企業等
の出資により設立し、産業業務機能中核支援施設（「石巻ルネッサンス館」）を建設、同館を業務の拠
点施設と位置づけていることから、今後も取組んでいく必要がある。

目的 石巻トゥモロービジネスタウンへの企業誘致の促進

地元企業に対する技術研修、人材育成等を支援することにより、産業振興の促進を図る。

中核施設を仲介に、産学官の連携を図る。※南境業務拠点地区内の必要となる企業立地や石巻地域
の産業の活性化を図るため、その支援を行う石巻ルネッサンス館並びに当館を運営する石巻産業創
造㈱に対し、側面的な支援が必要となる。
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1

1

宮城ふるさとプラザ物産展

入込数　（人）

12,000

東京都豊島区「ふくろ祭り」 920,000

2,500

宮城ふるさとプラザ物産展

東京都豊島区「ふくろ祭り」

秋田県湯沢市「海の市」物産展

ひたちなか市産業交流フェア

物産展関係

秋田県湯沢市「海の市」物産展

名　　称

10月10日～11日

10月31日～11月1日

　石巻の地場産品の紹介・宣伝を行うことで、販路の拡大につながり、地域経済の活性化と地場
産業の振興が図られた。

85,000

53,000

ひたちなか市産業交流フェア

米沢市上杉雪灯篭まつり

石巻フード見本市 1,300

おがつ産業まつり 4,800

1,723,000

開催場所 補助金（円）

おがつ産業まつり 7月5日 シーサイドふれあい広場 1,100,000

その他 一般財源

4,436,240 3,728,013 1,723,000 2,005,013

成果に係る評価

　物産ＰＲ事業については、短期間で効果があらわれるものではなく、数年後を見据えた長期的視野に
立った継続的な取り組みが必要である。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

(1)

(2)

11月7日～8日

2月13日～14日

取　組　実　績

石巻グランドホテル

米沢市上杉雪灯篭まつり

物産イベント関係

名　　称 入込数　（人）

物産展関係

開　催　日

9月21日～26日

名　　称

　地場産品を広く県内外へ紹介・宣伝し、販路の拡大や品質の向上を図るとともに、市民に対して地場
産品への理解を深めることで、地産地消を推進し、地場産業の振興と育成を図る。

成　　　　果

(1)

(2)

石巻フード見本市 2月17日

小　事　業 物産振興対策費

事　業　名 物産ＰＲ・イベント事業

目的及び事業内容

2 目 魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

予
算
科
目

7 款

1 項

商工業振興費 ( 1 )

商工費 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

名　　称 開　催　日

基
本
計
画

第 3 章

物産イベント関係

商工費 第 7 節

石巻の特産品のＰＲ及び販売促進を図った。

地場産品を広く県内外へ紹介・宣伝し、地産地消を推進した。
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社 千円

社 千円

社 千円

計 社 千円

　企業誘致の促進により、新産業の育成及び既存産業の活性化等が図られた。また、安定的かつ永続的
な就業の場を確保することによって、雇用の促進が図られた。

第 1 節

第 3 章

商工業振興費 ( 1 )

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

地域資源を活用する

款 商工費
基
本
計
画

事　業　名 企業誘致条例助成事業

7

2

小　事　業 企業誘致関係費

目

取　組　実　績

1 項 商工費

目的及び事業内容

　企業誘致を促進することにより、新産業の育成及び既存産業の活性化等、本市のみならず石巻広域圏
の産業振興を図る。また、安定的かつ永続的な就業の場を確保することによって、雇用の促進を図る。

予
算
科
目

助成金交付実績

企業立地助成金

上水道助成金

成果に係る評価

企業誘致を促進し、地域経済の発展と雇用の増加、そして、企業誘致による税収の増加による行政
サービスの向上を図るため今後も事業を推進する。

成　　　　果

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

156,859,200 156,859,200

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

166,889,000

156,860

環境対策設備助成金

23

1

1

25

124,205

2,655

30,000
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件 千円

件 千円

計 件 千円

1,450,265

国(県)支出金

石巻市産業創造助成金交付実績

情報提供事業 3

業務支援事業 1

決算額の財源内訳

951

500

4 1,451

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

地方債 その他 一般財源

3,000,000 1,450,265

成果に係る評価

　企業のコスト削減と強固な経営基盤の確立のための側面的支援であり、今後も事業を推進する。

成　　　　果

取　組　実　績

産業振興対策事業

目的及び事業内容

　市内既存企業及び進出企業の業務の高度化及び新商品開発、新分野事業の開拓等よる新産業起業創出
のための側面的支援を行う。

　市内既存企業のコスト削減と強固な経営基盤の確立のためのＩＳＯ14001認証登録の取得及び販路拡
大のための展示会への出展に対して側面的支援を行なった。

商工費
予
算
科
目

第 1 節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

第 3 章

2 目 商工業振興費 ( 1 )

小　事　業 産業振興対策費

事　業　名

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

1 項 商工費

7 款

地域資源を活用する
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1

2

決算額予算額

　産学官グループ交流会自動車関連産業集積部会との連携により、自動車部品の開発研修の実施及
び商談会の開催

　宮城県企業立地セミナー（東京・名古屋）への参加

1,209,180

予算の執行状況

（単位：円）

1,209,180

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

1,477,000

成果に係る評価

　市内会員企業の技術力を向上させ、自動車関連産業の新規受注を目指して活動しており、自動車部品
等の試作も行っていることから、今後も「魅力ある新商品づくり」のため事業を推進する。

　石巻地域における産学官が連携し活動することにより、自動車関連産業等への有機的なネットワーク
が形成されつつあり、また、地域企業の技術力が向上している。

成　　　　果

取　組　実　績

地域資源を活用する

事　業　名

予
算
科
目

目 商工業振興費2

自動車関連産業振興推進事業

( 1 )

商工費款7

小　事　業 自動車関連産業振興推進費

基
本
計
画

第 3 章

第 1 節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

目的及び事業内容

1 項 商工費

　石巻地域における産学官が連携し、自動車関連企業等の有機的なネットワークの形成や関連情報の共
有化等を図りながら、地域企業の技術力の向上等に努めることにより、自動車関連産業への進出や取引
の拡大を促進し、もって石巻地域の自動車関連産業の集積を図ることを目的とする。
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1　情報配信事業

2　登録イベント事業

3　環境にやさしい商店街事業

4　空き店舗活用事業

5　講習会等開催事業

・情報配信操作研修会、個店魅力アップ講習会

　11月の空き店舗改装後、定期的にイベント等を開催し、環境にやさしい商店街事業として取り組んで
きた廃食油、資源ごみ回収については地域住民に定着しつつある。
　来場者、メール会員ともに徐々に増加傾向にあり、講習会やイベントを重ねるごとに商店街や地域住
民の意識が変わってきていると思われる。

決算額の財源内訳

決算額

第 3 章

・廃食油、資源回収委託事業者の検討、選択 ・エコポイント事業（資源回収参加者へのポイント
制度）開始　・体験事業、環境に関する研修会の実施

・事業拠点となる空き店舗（広渕地区）の改装 ・イベント開催（メール会員登録募集、資源回
収、参加店による出店）

・メール会員の募集登録イベントの実施

・情報配信委託業者の検討、選択　　・事業ＰＲ、ポスター作成

第 1 節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

( 4 ) 地域を支える商工業の振興を図る

地域資源を活かして元気産業を創造するまち
予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

成果に係る評価

商工業振興対策費

事　業　名 河南桃生商工会商店街にぎわい戦略補助事業

住民の普及率が高い携帯電話等の情報機器を使ったサービスシステムを構築し、地域社会に密着した
まちづくりや販売促進等の事業を行うことによって地域活性化を図るとともに、人と人・地域との「つ
ながり」を深める事業を実施する。

「宮城県商店街にぎわいづくり戦略事業」として採択を受け３年度継続して事業を行う予定であり、
市としても総合的に複数年支援することにより、商店街の活性化を図ることを目的とする。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

1,238,000

平成22年度からの本格的な情報配信開始にあたり、準備、体制づくりに組織をあげて取り組んだ1年
であり、地域商店街の意識改革、新たな顧客の開拓、地域の一体化に成果をあげた。

将来的には、防災情報や不審者情報、各種団体等からの情報配信等、地域社会に密着した事業とし
て、市内の商店街団体等への広がりが期待できる。

一般財源

1,119,850 447,940

その他

（単位：円）

地方債国(県)支出金

671,910
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372,000744,000 744,000 372,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　学生に店舗経営の実践の場を提供することにより、学生の研究活動の一助としての役割を果たすとと
もに、中心市街地の商店街が抱えている課題の把握に努めることにより、新たな事業展開に繋げること
ができた。

成　　　　果

・チャレンジショップ開店期間　平成21年10月1日～平成22年1月31日
・売上収入　　1,390,214円

　学生が自ら店舗経営を行うことにより、将来的な創業意識の醸成や後継者問題解決の糸口に繋がると
ともに、若者のニーズや感性を取り入れたチャレンジショップ事業を展開することにより、商店街の魅
力を市民や来街者に再認識してもらい、中心部の賑わい創出が図られた。

取　組　実　績

事業内容

　株式会社街づくりまんぼうと学生が連携して実施した中心市街地の空き店舗を活用したチャレンジ
ショップ事業について、店舗改装費、賃借料、運営費等を補助し、学生が研究してきた経営学の実践や
若者のニーズ、感性を取り入れたチャレンジショップ事業の展開を支援した。

事　業　名 空き店舗有効活用事業

目的及び事業内容

　郊外への相次ぐ大型店舗の進出等により中心市街地の空洞化が大きな問題となっていることから、中
心部の空き店舗を活用し市民や来街者と交流する場を設置することにより、まちなかの賑わいを創出す
るとともに、将来的な創業意識の醸成や後継者問題解決の一助とする。

人々が集い、住み、楽しく過ごせる中心市街地を再生
する

2

1

款 商工費7

項 商工費 第 6 節

基
本
計
画

魅力的な中心市街地を形成する

小　事　業 商工業振興対策費

目 商工業振興費 ( 2 )

予
算
科
目

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち
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1

1 件

2

牡鹿

計 54,294 46,000

十八成浜海水浴場

84.7％

26,458網地白浜海水浴場 牡鹿 38 29,264 90.4％

40.9％

31 5,967 3,913

7,024

2,670

94.2％

65.6％

白浜海水浴場 北上 31 7,459

荒浜海水浴場 雄勝 31 6,530

673

渡波海水浴場 石巻 24 4,354 5,262

網地白浜海水浴場 牡鹿 7/17（金）～8/23（日）

H21入込数

38

海水浴場事故発生件数 0

海水浴場入込数

海水浴場名 地区

十八成浜海水浴場 牡鹿 7/17（金）～8/16（日） 31

7,462,354

17

荒浜海水浴場 雄勝 7/17（金）～8/16（日） 31

白浜海水浴場 北上 7/17（金）～8/16（日） 31

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金

7,475,897 7,462,354

成果に係る評価

　海水浴場開設については、常に海難事故等の危険性があることから、担当課のリスクが非常に大き
く、事故防止策に伴う施設整備の充実は必要不可欠である。
　海難事故防止の安全対策が最優先であり、そのためのコスト削減はリスクの増大に繋がる。
安全対策を徹底することで、観光客や市民が安心安全に海に親しむためのレクリエーションの場とし
て、誘客が促進され地域の活性化に繋がることになる。

成　　　　果

720

120.9％

93.5％

海水浴場施設の安全対策の充実と利便性の向上に努めることにより、海難事故防止が図られた。ま
た、観光客や市民が安心して海に親しむためのレクリエーションの場として誘客が促進され地域の活性
化が図られた。

日数 H20入込数

田代ポケットビーチ 石巻 17

比較

目的及び事業内容

　海水浴場施設の安全対策の充実と利便性の向上に努め、海難事故防止を図るとともに、観光客や市民
が安心して海に親しむためのレクリエーションの場として誘客を促進し地域の活性化を図る。

田代ポケットビーチ 石巻 7/24（金）～8/9（日）

取　組　実　績

市営海水浴場の開設

海水浴場名 地区 開設期間

小　事　業 海水浴場開設費

事　業　名 海水浴場開設事業

目 観光費 ( 1 )

予
算
科
目

第 3 章

3

款7
基
本
計
画

1 項 商工費 第 7 節

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

24

商工費

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

日数

渡波海水浴場 石巻 7/17（金）～8/9（日）

　入込数が前年比で減少した原因としては、梅雨明けが8月6日頃（※気象庁発表値）であったことによ
り、好天の日が極端に少なかったこと及び梅雨明け後も好天が続く日が少なかったことが考えられる。

（単位：円）

地方債 その他 一般財源
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1

1

北上にっこり写真セミナー 72

かほく産業まつり 5,000

かなん市民まつり 12,000

おがつ夏まつり 3,000

サン・ファン渡波市民夏祭り 3,800

ものうふれあい祭り 23,000

にっこりまつり 5,100

サマーフェスタ・イン・かほく 5,500

サン・ファン祭り 35,000

石巻川開き祭り 349,500

10月31日 1,520,000

北上にっこり写真セミナー 12月5日～6日 700,000

8月14日 720,000

国(県)支出金

かほく産業まつり 11月1日 1,400,000

かなん市民まつり

210,000

ものうふれあい祭り 9月12日

予算の執行状況

（単位：円）

8月3日 4,250,000

サマーフェスタ・イン・かほく 8月9日 2,200,000

おがつ夏まつり

サン・ファン渡波市民夏祭り 8月14日

成果に係る評価

　地域文化・伝統の継承・保存及び地場産業の振興を図り、地域住民の融和とコミュニティの形成によ
る地域活性化などを目的として実施されているが、地域に交流の機会をもたらし、地域・人が磨かれる
絶好の機会となっており、これまで積み重ねてきた実績を活かし、観光まちづくり、ひとづくりへと繋
げていくことが必要である。更に地域住民にとって観光に触れ、観光に対する理解を深める最良の機会
であることから、市民意識の向上と地域経済の活性化が図られている。

4,250,000

10月31日 2,000,000

イベント名称 入込数（人）

にっこりまつり

一般財源

28,050,000

各種イベントの開催により、観光拠点として石巻地域の活性化と地域振興が図られた。

地方債 その他

牡鹿鯨まつり 17,000

予算額 決算額

決算額の財源内訳

28,050,000 28,050,000

成　　　　果

取　組　実　績

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

観光イベントへの助成

各種イベント実行委員会に対し、補助金・負担金を交付し各事業へ積極的に協力した。

イベント名称 開　催　日 補助金・負担金（円）

サン・ファン祭り

基
本
計
画

第 3 章

目的及び事業内容

　地域文化・伝統の継承・保存及び地場産業の振興を図り、地域住民の融和とコミュニティの形成によ
る地域活性化などを目的として実施し、交流人口の増加により地域経済の活性化を図る。
　また、近年、地域文化・伝統に対する意識低下、少子高齢社会や地域住民の連帯感希薄化、コミュニ
ティの崩壊が社会問題化している中においては、単なる観光客誘致の目的だけでなく、イベントの果た
す役割や必要性は大きいと考えられる。

5月23日～24日 1,800,000

石巻川開き祭り 8月1日～2日 9,000,000

牡鹿鯨まつり

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

1 項 商工費 第 7 節
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

小　事　業 観光振興対策費

事　業　名 まつりイベント事業

( 1 )

予
算
科
目

7 款 商工費

3 目 観光費
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1

1

・地場産品の紹介並びに宣伝を行うことで、販路の拡大につながり、地域経済の活性化と地場産業の振
興が図られた。

・観光パンフレットの作成及び各種観光展に積極的に参加すると同時に、観光協会をはじめとする観光
関係団体と連携し、観光客の誘致に努めたことで、全国に「石巻」をＰＲすることができた。

※入込数は平成21年1月～12月
（県公表値）

(4)

観光客入込み状況

(1)

(2)

(3)

成果に係る評価

　観光ＰＲ事業については、短期間で効果が表れるものではなく、5年・10年後を見据えた長期的視野
に立った継続的な取り組みが必要であり、観光マップや案内所、観光案内板の充実等、観光客を温かく
迎えるための着地情報の発信と一体となった戦略が必要となっているところである。
　また、本事業は、本市の観光戦略の取組みの核となる事業の一つであり、今後とも継続して推進して
いく必要があるが、明確なＰＲ方針の確立と受け手が自由に選択できるだけの情報提供を官民一体と
なって検討していかなければならないと考える。

　

成　　　　果

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

7 商工費
基
本
計
画

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

1 項 商工費 第 7 節

小　事　業 観光振興対策費

目 観光費 ( 1 )

予
算
科
目

第 3 章

3

款 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

事　業　名 観光ＰＲ事業

目的及び事業内容

　新鮮な海産物に代表される四季折々の食材や美しい自然など、本市の豊富な観光資源を積極的に情報
提供することで、誘客を促進し、観光客の入込数の増加と地域経済の活性化を図る。

取　組　実　績

　平成21年4月11日～19日を観桜期間に設定し、日和山公園を訪れた花見客のために夜間ライト
アップ・防犯警備・交通整理・公園内清掃等の業務を実施した。

　仙台・宮城【伊達な旅】キャンペーンへの助成

実施状況

(5)

(6)

19,594,609 19,420,841

サン・ファン・バウティスタパーク

その他の観光施設等

決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債
予算の執行状況

3,000,000 16,420,841

（単位：円）

予算額

その他 一般財源

主 な 観 光 地 点 入込数（人）

　石巻観光宣伝ポスター・パンフレットの作成　　　(ポスター1,100枚、パンフ45,000部)

　石巻観光協会への助成　　　(補助金額・・7,600,000円)

　観光や物産振興を推進している観光協会に対し、事業費及び運営費の補助金を交付し、地域間
交流事業などに積極的に参加し、観光宣伝及び観光振興事業を行った。

　日和山公園観桜　　(観桜期間中入込数・・38,100人)

52,700

金　華　山 61,624

　負担金を交付し、10月～12月に開催されたキャンペーン期間中に、誘客キャラバンを実施した
り、魅力ある観光素材の発掘や情報発信を行うとともに、観光客へおもてなしの充実を図った。

　みやぎ三陸黄金海道観光キャンペーン事業及び金華山観光連盟事業への助成

道の駅「上品の郷」 902,539

　負担金を交付し、リーフレットの作成や広報誌への掲載等、積極的に広報宣伝事業を展開し
た。

195,270

　いしのまき魅力満載発信事業を実施し、石巻の魅力を発信するため、観光読本を5,000部作成し
た。

851,309

石ノ森萬画館 180,313

2,540,927計

日和山公園 157,599

石巻市観光物産情報センター 139,573

県立自然公園「旭山」
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1

2

3

4

5

43,814,000 43,814,000

　（財）慶長遣欧使節船協会が指定管理者であり、サン・ファン・バウティスタパークの適正な維持管
理が図られ、観光客や市民に快適な憩いの場を提供するとともに、各種イベントの開催により観光拠点
として石巻地域の活性化と地域振興が図られた。

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金
予算の執行状況

965,432 42,848,568

成果に係る評価

成　　　　果

地方債 その他 一般財源

　サン・ファン・バウティスタパークの適正な維持管理が図られ、観光客や市民に快適な憩いの場を提
供するとともに、各種イベントの開催により観光拠点として石巻地域の活性化と地域振興が図られた。

7 款 商工費 第 3 章

パーク入場者数（平成21年4月～平成22年3月）　194,310人

サン・ファン感謝デー(8事業)

イベント事業

予
算
科
目

事　業　名 サン・ファン・バウティスタパーク管理事業

目的及び事業内容

　サン・ファン・バウティスタパークの施設の適正な維持管理を図るとともに、観光拠点として石巻地
域の活性化及び地域振興に寄与する。

小　事　業

3

取　組　実　績

1 項

指定管理料　　　43,814,000円（平成21年度）

商工費 第 7 節

事業名 開催日

( 1 )

8日開催

指定管理期間　　平成19年4月1日～平成22年3月31日

目 観光費

指定管理者　　　財団法人慶長遣欧使節船協会

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

サン・ファン・バウティスタパーク運営費

基
本
計
画

石巻かき祭り 11月23日 30,000

サン・ファン祭り 5月23日～24日 35,000

親子ふれあいパーク 7月20日 3,600

10,150

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

来場者数

（単位：人）
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　ロマン海遊21の適正な維持管理が図られたとともに、地場産品の紹介や観光情報の提供が有効に行わ
れ、また、観光物産振興に資する会議等の場として広く活用されたことにより、地場産業の振興及び地
域経済の活性化が図られた。

国(県)支出金 地方債 その他

11,285,000 11,285,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

11,285,000

一般財源

成果に係る評価

　本市の観光・物産の情報発信センターとしての機能を有し、観光客や市民の利便性を図ることを目的
に設置された当施設を民間のネットワークを活用しながら、質の高いサービスの提供・施設の魅力向上
や安定的な管理運営を図っていく必要がある。

成　　　　果

指定管理料　　　11,285,000円

利用状況（平成21年4月～平成22年3月）

事　業　名 観光物産情報センター「ロマン海遊21」管理運営事業

目的及び事業内容

　石巻観光物産情報センター「ロマン海遊21」は、観光物産の紹介宣伝及び販路拡大、観光資源の調査
研究並びに観光開発の促進、観光関係者の資質の向上等を目的に事業を行っている。

取　組　実　績

1

2

利用者数（人）

4

指定管理者　　　社団法人石巻観光協会

144,179 63,275

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

36,679,897

情報提供件数 売上金額（円）

観光物産情報センター運営費

3

貸館件数

81

指定管理期間　　平成18年4月1日～平成23年3月31日

( 1 )目 観光費

第 3 章

3

1 項

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

小　事　業

予
算
科
目

商工費 第 7 節
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

7 款 商工費
基
本
計
画
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122

1,908

179

教　室　名

ワークショップ

マンガ工房・萬画館探検隊

オープンワークショップ

観覧者数（人）

15,182

36,889

開催期間

4/11～6/28

7/4～9/27

ギャグマンガの王様　赤塚富士夫展

ハローキティのハート展

サイボーグ009THE　CONTRAST展

教育普及事業

南久美子のほっこり　はんなりなごみ展 1/23～3/14

15,184

4,945

10/3～1/17

予算の執行状況
予算額

59,258,500

決算額の財源内訳

決算額

59,258,375 58,775,875

その他

成果に係る評価

石ノ森萬画館運営費

事　業　名 石ノ森萬画館運営事業

　マンガを活かした夢のあるまちづくりを推進し、市内外の人々の交流の促進を図り、中心市街地の活
性化及び地域振興に寄与する。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予
算
科
目

3 目 観光費

商工費7 款

1 項

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

商工費 第 7 節
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

基
本
計
画

( 1 ) 魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

企　画　展　名

（単位：円）

一般財源

482,500

地方債国(県)支出金

　民間のネットワークを活用しながら、マンガ文化を発信し、施設の魅力向上や安定的な管理運営を
図っていく必要がある。
　石巻市の地域活性化を図る中核施設である石ノ森萬画館の再生利用と観光振興を推進するとともに、
仙台・宮城デスティネーションキャンペーンの成果を生かし、滞在型観光地への魅力向上を図るため、
老朽化した観光関連施設をリニューアルし、観光誘客の促進と地域活性化を図る。

　石ノ森萬画館の適正な維持管理が図られ、特別企画展などを開催することにより、マンガ文化の情報
発信と、中心市街地の活性化及び地域振興が図られた。

マンガッタンイラストギャラリー

参加者数（人）

148

6

主な展示活動（特別企画展）

1

2

3

4

指定管理者　　　（株）街づくりまんぼう

指定管理料　　　55,000,000円

指定管理期間　　平成21年4月1日～平成23年3月31日

入館者数　　　　178,429人（平成21年4月～平成22年3月）うち、有料入館者数　　77,722人

5
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1

人

2

　指定管理期間　　平成21年4月１日～平成23年3月31日

第 6 章

( 1 )

ゆかいな仲間　写真展

入館者数（平成21年度）

10,958

雄勝硯伝統産業会館企画展等

地域の風土に根ざした魅力や資源を守り育てる

基
本
計
画

観光費

商工費 地域の個性が輝き融和するまち

一般財源

（単位：円）

　平成２１年度から、指定管理者制度の導入により、管理経費の削減が図られた。
　また、雄勝硯生産販売協同組合が指定管理者となったため、効率的な硯のＰＲが図られるとともに、
地域の観光拠点としての役割も果たしている。

第 1 節商工費

個性ある地域をつくる

文化伝承　釜神展

成果に係る評価

伝統産業会館管理費

事　業　名 雄勝硯伝統産業会館運営管理事業

　国指定の伝統的工芸品である雄勝硯の技術を伝承するため、国内唯一の硯関連の展示施設として設置
されている。
　また、雄勝石産業振興のための施設としての役割をもっており、地域観光ＰＲのための基幹施設にも
なっている。目的及び事業内容

小　事　業

開　催　期　間

鈴木由香　陶展 4月11日～5月18日

予
算
科
目

3 目

7 款

1 項

予算の執行状況
予算額

19,866,000

事　　業　　名

成　　　　果

取　組　実　績

19,865,500 19,865,500

その他地方債国(県)支出金

武田秀一　遺作展 6月5日～7月12日

決算額の財源内訳

決算額

現代刀匠　早坂信正展 8年26日～10月12日

ちゃいるどぺいんと展

8月29日～10月12日

1月10日～3月22日

5月22日～6月29日

他　６企画展

　平成２１年度から、雄勝硯生産販売協同組合が指定管理者となったことにより、雄勝石産業の
振興により直結する施設としての運営が可能となった。
　また、効率的な硯のＰＲが図られるとともに、地域の観光拠点としての役割も果たしている。

第46回宮城県芸術祭　写真展 11月12日～11月20日

東北書画展 10月17日～11月8日
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